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安
倍
内
閣
発
足
か
ら
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。
心
配
し
た
と
お

り
、
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
集
団
的

自
衛
権
、
改
憲
、
中
国
・
韓
国

と
の
対
立
等
、
国
を
滅
ぼ
し
か

ね
な
い
危
う
い
方
向
に
突
き
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
対
す

る
国
民
の
批
判
を
押
さ
え
つ
け

る
も
の
と
し
て
、
昨
年
末
の
臨

時
国
会
で
特
定
秘
密
保
護
法
が

強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

法
律
は
一
年
以
内
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

施
行
を
許
せ
ば
、
も
の
が
言
え

な
い
暗
黒
社
会
に
な
る
危
険
性

の
強
い
法
律
で
す
。

そ
こ
で
、
議
員
発
議
で
以
下

の
意
見
書
を
可
決
し
、
安
倍
首

相
等
に
提
出
し
ま
し
た
。
１４
対

１３
で
ギ
リ
ギ
リ
の
可
決
で
し
た

が
、
米
子
市
議
会
の
良
識
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

(

各
議
員
の
賛
否
は
最
終
ペ
ー

ジ
に
掲
載)

）
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４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
に

上
が
り
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、

公
共
施
設
の
利
用
料
、
住
民
票

交
付
手
数
料
、
上
下
水
道
な
ど

の
公
共
料
金
の
消
費
税
を
８
％

に
上
げ
る
条
例
案
が
今
議
会
に

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
下
水
道
や

水
道
な
ど
は
料
金
収
入
に
か
か

る
消
費
税
を
国
に
納
税
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
公
共
施

設
の
利
用
料
や
住
民
票
交
付
手

数
料
収
入
な
ど
は
、
国
へ
の
納

税
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
値
上
げ
に
よ
る
市
民

の
負
担
増
は
１
億
７
千
万
円
余

り
と
の
こ
と
で
す
。
上
・
下
水

道
な
ど
の
特
別
会
計
分
１
億
４

千
万
円
余
り
は
納
税
義
務
が
あ

る
の
で
値
上
げ
も
や
む
を
得
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
利
用
料
や

手
数
料
な
ど
の
一
般
会
計
分
２

６
０
５
万
円
余
り
は
国
へ
の
納

税
義
務
が
な
い
の
で
、
米
子
市

の
儲
け
得
で
す
。

自
治
体
に
よ
っ
て
は
８
％
値

上
げ
を
見
送
る
と
こ
ろ
も
あ
る

よ
う
で
す
。
一
般
会
計
の
消
費

税
値
上
げ
は
お
か
し
い
と
思
う

の
で
、
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

地
方
分
権
の
時
代
に
入
り
、

議
会
の
役
割
と
責
任
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
代

表
機
関
と
し
て
の
議
会
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
市
民
と
議
会

の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

な
ど
を
定
め
た
議
会
基
本
条

例
が
全
国
の
議
会
で
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
米
子
市
議
会
で

も
特
別
委
員
会
で
条
例
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
市

民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
行
い
、
３
月
議
会
で

制
定
す
る
予
定
で
す
。

原
案
に
は
問
題
点
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
議
会

報
告
会
や
市
民
と
の
意
見
交

換
会
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
議
会
へ
の
市
民
参
加
、

議
会
の
説
明
責
任
と
い
う
観

点
か
ら
問
題
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
陳
情
は
す
べ
て
議
案

と
し
て
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
紹
介
議
員
の
あ
る
請

願
だ
け
議
案
に
す
る
と
い
う

案
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

市
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
修
正
意
見
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。

淀
江
町
小
波
に
産
業
廃
棄
物

処
分
場
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
管
理
型
と
い
う
種
類
で
、

燃
え
殻
、
汚
泥
、
鉱
さ
い
、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
１３

種
類

の
産
業
廃
棄
物
を
４７

年
間
埋

設
す
る
施
設
で
す
。
地
元
を
中

心
に
反
対
す
る
会
が
結
成
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
１
万
１
千
名

を
超
え
る
反
対
署
名
が
県
知
事

あ
て
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
予
定
地
は
国
立
公
園
大

山
の
麓
に
あ
り
、
周
辺
に
は
「
天

の
真
名
井
」「
本
宮
の
泉
」
な
ど

の
湧
水
群
が
あ
り
ま
す
。
も
し

も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害

物
質
が
漏
れ
出
し
た
ら
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
事
業
主
体
は

民
間
企
業
と
鳥
取
県
の
外
郭
団

体
で
す
が
、
産
業
廃
棄
物
処
分

場
の
規
制
機
関
で
あ
る
鳥
取
県

が
事
業
を
推
進
す
る
立
場
な
の

で
、
厳
格
な
規
制
が
で
き
る
の

か
ど
う
か
不
安
で
す
。

産
業
分
野
に
お
い
て
も
、「
ご

み
ゼ
ロ
」
と
い
う
原
則
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
処
分
場
を
安
易

に
つ
く
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。
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特定秘密の保護に関する法律の廃止又は抜本的改正を求める意見書

先の第１８５回臨時国会において、特定秘密の保護に関する法律が可決・成立した。

同法は、特定の情報を政府が恣意的に秘密指定でき、国民には何が特定秘密なのかすら明らかにされず、

国民が必要とする情報が隠されるおそれがある。また、情報に接近しようとするさまざまな行為が処罰（最

高懲役１０年）の対象となり、未遂や共謀等も処罰する点、処罰範囲が極めて広範であることから、国政

に関する情報について国民がアクセスすることや公務員がこれを外部に発する行為を萎縮させる可能性

が大きい。そして、報道機関による取材行為を刑罰によって萎縮させ、取材の自由・報道の自由を実質的

に失わせることになり、ひいては民主主義の前提である国民の知る権利を侵害する。

さらに、秘密に対する外部チェックなどの仕組みがない。安倍首相は、秘密指定などの妥当性をチェッ

クする保全監視委員会と、秘密指定の統一基準を策定する情報保全諮問会議を法施行までに設置すると表

明したが、いずれも政府内に置かれ、監視委員会は各省庁の事務次官級で構成されるという。「第三者に

よる監視によって、特定秘密指定の適正を確保する」ものとは到底いえない。しかも、秘密の指定期間が

６０年という長期にわたることから、秘密保護法制は必要とする有識者からさえ今回の法律に異論が出て

いる。

国民の知る権利を揺るがす重要な法律を、十分な審議時間を確保することもないまま、民主主義のルー

ルを無視して成立させたことは、我が国における民主主義を踏みにじるものである。

共同通信社が１２月８、９両日に実施した全国緊急電話世論調査によると、法律に不安を感じるとの回

答が７０.８％もあり、法律への賛否では反対が６０.３％に上った。また、法律を今後どうすればよいか

については、「修正する」又は「廃止する」との回答が合わせて８２.３％に上っている。成立後もこれだ

けの国民が危惧している法律を施行すべきではない。

よって、国会、政府におかれては、国民の知る権利、表現の自由を守る立場から特定秘密の保護に関す

る法律を廃止又は抜本的に改正されるよう強く求める。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２５年１２月２４日
米 子 市 議 会

衆議院議長 伊 吹 文 明 様

参議院議長 山 崎 正 昭 様

内閣総理大臣 安 倍 晋 三 様

① 案第 116 号・消費税及び地方消費税の税率の改訂に伴う関係条例の整備に関する条例の制定（24：4で可決）

②議案第 135 号・特定秘密の保護に関する法律の廃止又は抜本的改正を求める意見書（14：13 で可決）

③陳情第 97号・小中学校へエアコン設置に関する陳情書(10：18 で不採択)

④陳情第 99号・原子炉の再稼働に反対し、原子力に頼らないエネルギー政策への転換を求める陳情書（12：16 で不採択）

⑤陳情第 101 号・議会への｢陳情｣を今までどおりの扱いを求める陳情（10：18 で不採択）

⑥陳情第 102 号・島根原発の｢新規制基準適合性審査｣申請内容に関する情報公開と市民説明会開催を求める陳情書（12：16 で不採択）

⑦陳情第 105 号・市民の同意なく淀江産業廃棄物管理型処分場建設を進めないよう決議を求める陳情書（7：21 で不採択）

主な議案･陳情に対する全議員の賛否一覧(12 月議会)

消
費
税
値
上
げ
議
案

に
反
対
し
ま
し
た

議
会
基
本
条
例
案
に

意
見
提
出
を

淀
江
産
廃
処
分
場
計

画
は
見
直
し
を

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

蒼 生会 岩崎 康朗 ○ × × × × × × 公明党 安田 篤 ○ × × × × × × 共 産党 石橋 佳枝 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃 尾沢 三夫 ○ × × × × × × よなご会議 国頭 靖 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 仁 中田 利幸 ○ ○ × × × × ×

〃 野坂 道明 ○ × × × × × × 〃 小林 重喜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 〃 三鴨 秀文 ○ 棄 × × × × ×

〃 松田 正 ○ × × × × × × 〃 矢倉 強 ○ × × × × × × 一院クラブ 遠藤 通 ○ ○ × ○ × × ×

〃 湯浅 敏雄 ○ × × × × × × 〃 伊藤ひろえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市民派 中川 健作 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃 渡辺 穣爾 ○ × × × × × × 〃 稲田 清 ○ ○ ○ ○ × ○ × 信 藤尾 信之

〃 渡辺 照夫 ○ × × × × × × 〃 西川 章三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ムスカリ 門脇 邦子 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

公明党 笠谷 悦子 ○ × × × × × × 〃 岡本 武士 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × コモンズ 杉谷第士郎 ○ × × × × × ×

〃 原 紀子 ○ × × × × × × 共 産党 岡村 英治 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 虹 山川 智帆 ○ ○ × × × ○ ×

〃 安木 達哉 ○ × × × × × × 〃 松本 松子 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新政会 松井 義夫

（※棄＝棄権）

議 長

欠 席



◆中川健作の「FAX・メール通信」を随時発行しています。勉強会・講演会などの案内もしています。送信をご希望される方は、０８５９－２３－０２６８（FAX）か、nakagawa@sanmedia.or.jp にお申し込み下さい。

と
し
て
、
住
民
の
被
ば
く
を
低

減
す
る
対
策
を
取
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
深
刻
な
健
康
被
害

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
福
島
で
は
年
間
２０
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
が
避
難
基
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
８

月
に
公
表
さ
れ
た
国
会
事
故
調

報
告
書
は
、
「
福
島
の
年
間
２０

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
基
準
が
特
に
感

っ
て
は
、
事
故
当
日
に
米
子
市

全
部
が
一
時
避
難
を
強
い
ら
れ

る
範
囲
に
入
り
ま
す
。

実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
に

す
る
た
め
に
、
鳥
取
県
に
独
自

の
拡
散
予
測
を
行
う
よ
う
に
求

め
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
計
画
を

住
民
と
一
緒
に
作
成
す
べ
き
で

こ
の
度
の
避
難
計
画
は
、
国

が
定
め
た
基
準
に
従
っ
て
と
り

あ
え
ず
３０

ｋｍ
圏
内
の
住
民
を

４
日
間
か
け
て
避
難
さ
せ
る
と

い
う
だ
け
の
も
の
で
す
。
福
島

の
よ
う
な
事
故
が
島
根
原
発
で

起
こ
っ
た
場
合
に
、
放
射
能
が

ど
こ
ま
で
拡
散
す
る
の
か
、
各

地
点
で
の
予
測
放
射
線
量
は
ど

れ
く
ら
い
な
の
か
等
、
避
難
の

根
拠
に
な
る
デ
ー
タ
が
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

滋
賀
県
、
兵
庫
県
、
京
都
府

な
ど
は
、
福
井
県
に
あ
る
原
発

で
事
故
が
起
き
た
場
合
の
放
射

能
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

独
自
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
兵

庫
県
の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
１
０
０
ｋｍ
離
れ
た
神

戸
市
で
も
甲
状
腺
内
部
被
ば
く

が
安
定
ヨ
ウ
素
剤
服
用
基
準
を

超
え
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
環
境

総
合
研
究
所
が
行
っ
た
島
根
原

発
事
故
の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
と
、
風
向
き
に
よ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
事
故
か

ら
５
年
後
に
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
法
」
と
呼
ば
れ
る
法
律
を
定

め
、
住
民
の
被
ば
く
が
年
間
５

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
と
想

定
さ
れ
る
地
域
を
「
強
制
・
義

務
的
移
住
の
実
施
」
ゾ
ー
ン
と

し
、
年
間
１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を

超
え
る
と
想
定
さ
れ
る
地
域
を

「
希
望
移
住
の
実
施
」
ゾ
ー
ン

け
、
２
０
０
８
年
に
は
６
０
０

症
例
、
２
０
１
１
年
に
は
７
０

０
症
例
に
達
し
た
と
の
こ
と
で

す
。資

料
２
は
「
１
９
８
８
年
と

２
０
０
８
年
の
成
人
被
災
者
の

健
康
状
態
の
比
較
」
で
す
。
１

９
８
８
年
に
は
健
康
な
人
の
割

合
は
６７
・
７
％
で
し
た
が
、
２

０
０
８
年
に
は
２１
・
５
％
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
逆
に
慢
性
疾

患
を
持
つ
人
は
、
３１
・
５
％
か

ら
７８
・
５
％
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
心
臓
、
血
管
の
病
気

が
多
い
そ
う
で
す
。

資
料
３
は
「
被
曝
し
た
親
か

ら
生
ま
れ
た
世
代
の
健
康
な
子

ど
も
と
慢
性
疾
患
を
持
つ
子
ど

も
の
割
合
」
で
す
。
慢
性
疾
患

を
持
つ
子
ど
も
は
、
１
９
９
２

年
の
２１
・
１
％
か
ら
、
２
０
０

８
年
に
は
７８
・
２
％
へ
と
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

住
民
避
難
を
考
え
る
場
合
、

２７
年
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
の
教
訓
を
活
か
す
こ

と
が
最
も
客
観
的
で
す
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
政
府
は
、
事
故
後
２５
年

間
調
査
を
続
け
、
２
３
６
万
人

も
の
被
災
者
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
２
０
１
１
年
４
月
に
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
政
府
報
告
書
」
を
発
表

し
、
放
射
能
に
よ
る
健
康
被
害

の
実
態
と
、
低
線
量
被
曝
の
危

険
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

資
料
１
は
「
甲
状
腺
が
ん
患

者
数
の
推
移
」
で
す
。
事
故
前

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
の

人
口
１
２
０
０
万
人
に
対
し
て

年
間
４
～
５
例
の
発
症
で
し
た

が
、
事
故
の
年
に
は
１９
例
、
１

９
９
０
年
か
ら
大
幅
に
増
え
続

ベ
ル
ト
を
超
え
る
と
想
定
さ
れ

る
地
域
全
部
を
対
象
に
す
べ
き

で
す
。

住
民
避
難
計
画
を
作
成
す
る

際
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
報
告

書
」
や
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
法
」

に
つ
い
て
検
討
し
た
の
か
質
問

し
ま
し
た
が
、
全
く
検
討
し
て

い
な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

そ
こ
で
、
低
線
量
被
ば
く
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
学
者
も
入
れ

て
、
住
民
が
納
得
で
き
る
よ
う

に
議
論
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
「
低
線
量
被
曝
の
問
題
は

大
変
重
要
な
点
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
、鳥
取
県
と
協
議
し
て
い

く
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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受
性
の
高
い
子
供
た
ち
に
と
っ

て
は
い
か
に
高
い
線
量
で
あ
る

か
が
わ
か
る
」
と
し
て
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
専
門
家
の
指
摘
を
参
考

に
す
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
避
難
基
準
は
変

更
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
住
民
避

難
計
画
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府

報
告
を
参
考
に
少
な
く
と
も
住

民
の
被
ば
く
が
年
間
５
㍉
シ
ー

あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

「
国
の
技
術
レ
ベ
ル
を
信
用

す
る
し
か
な
い
。
現
在
の
と
こ

ろ
独
自
に
拡
散
予
測
を
す
る
考

え
は
な
い
。」
と
い
う
答
弁
で
し

た
。
こ
ん
な
態
度
で
は
、
実
効

性
の
あ
る
避
難
計
画
は
で
き
ま

せ
ん
。

さ
れ
る
だ
け
で
、
再
稼
働
に
向

か
っ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

原
発
の
安
全
性
、
住
民
避
難

計
画
、
安
全
協
定
改
訂
、
使
用

済
み
核
燃
料
の
処
分
な
ど
の
課

題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
中

で
、
再
稼
働
に
向
か
う
た
め
の

申
請
は
早
計
で
あ
り
、
認
め
ら

れ
な
い
と
の
意
見
を
提
出
す
る

よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、「
県
、
境
港
市
と
連

携
し
な
が
ら
、
申
請
に
同
意
す

る
か
ど
う
か
判
断
し
た
い
」
と

答
え
、
自
分
の
考
え
を
明
ら
か

に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
米
子
市
、
境
港
市
、
鳥
取
県

は
、
１２
月
１７
日
、
申
請
に
同
意

す
る
と
の
回
答
を
中
国
電
力
に

伝
え
ま
し
た
。
中
国
電
力
は
住

民
等
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
行
わ

な
い
ま
ま
、
１２
月
２５
日
に
原
子

力
規
制
庁
に
対
し
て
島
根
原
発

２
号
機
の
新
規
制
基
準
適
合
性

審
査
を
申
請
し
ま
し
た
。
今
後

規
制
庁
が
半
年
く
ら
い
か
け
て

審
査
し
、
適
合
し
て
い
る
と
い

う
結
論
が
出
た
ら
中
国
電
力
が

再
稼
働
の
了
解
を
地
元
自
治
体

に
求
め
て
き
ま
す
。
島
根
原
発

を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今

年
が
正
念
場
で
す
。

１２
月
議
会

各
個
質
問

島
根
原
発
住
民
避
難
計
画
は

再
検
討
を
！

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
か
ら
学
ぶ
べ
き

（資料１）・「甲状腺がん患者数の推移」

（資料２）・「1988 年と 2008 年の成人被災者の健康状態の比較」

（資料３）・「被曝した親から生まれた世代の健康

な子どもと慢性疾患を持つ子どもの割合」

独
自
の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
求
め
る

島
根
原
発
２
号
機
の
新
規
制
基
準

適
合
性
審
査
申
請
に
不
同
意
を
！

中
国
電
力
は
米
子
市
議
会
で

の
説
明
で
、
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ー

に
よ
る
放
射
能
除
去
率
は
「
企
業

秘
密
を
確
認
し
た
上
で
な
い
と

出
せ
な
い
」
、
「
（
汚
染
水
対
策
に

つ
い
て
は
）
こ
れ
か
ら
地
下
水
の

調
査
を
行
い
、
今
後
、
有
効
な
方

法
を
検
討
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
「
福
島
原
発
の
事
故

原
因
が
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
な

る
対
策
を
求
め
ら
れ
た
ら
対
応

し
て
い
く
」
と
述
べ
、
事
故
原
因

が
明
ら
か
で
な
い
中
で
は
安
全

対
策
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
認

め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
避
難
計
画
は
自
治

体
が
立
て
る
も
の
で
自
分
た
ち

は
協
力
す
る
だ
け
」、「
使
用
済
み

核
燃
料
の
処
分
、
事
故
が
起
き
た

場
合
の
補
償
は
国
が
検
討
」
と

い
う
説
明
で
し
た
。
万
全
の
避

難
計
画
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う

が
再
稼
働
に
向
か
う
、
使
用
済

み
核
燃
料
の
処
分
に
も
事
故
の

補
償
に
も
責
任
を
取
ら
な
い
と

い
う
中
国
電
力
の
姿
勢
に
唖
然

と
し
ま
し
た
。

立
地
自
治
体
と
同
じ
内
容
の

安
全
協
定
へ
の
改
定
に
つ
い
て

も
、
消
極
的
な
態
度
で
し
た
。

適
合
審
査
は
不
十
分
な
規
制

基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う

か
だ
け
の
判
断
な
の
で
、
審
査

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
議
論
は
ほ

と
ん
ど
で
き
な
い
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
米
子
市
は
協
定
に
基
づ

く
事
前
同
意
の
権
限
が
な
い
の

で
、
米
子
市
の
意
見
は
参
考
に

す
。
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と
し
て
、
住
民
の
被
ば
く
を
低

減
す
る
対
策
を
取
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
深
刻
な
健
康
被
害

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
福
島
で
は
年
間
２０
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
が
避
難
基
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
８

月
に
公
表
さ
れ
た
国
会
事
故
調

報
告
書
は
、
「
福
島
の
年
間
２０

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
基
準
が
特
に
感

っ
て
は
、
事
故
当
日
に
米
子
市

全
部
が
一
時
避
難
を
強
い
ら
れ

る
範
囲
に
入
り
ま
す
。

実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
に

す
る
た
め
に
、
鳥
取
県
に
独
自

の
拡
散
予
測
を
行
う
よ
う
に
求

め
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
計
画
を

住
民
と
一
緒
に
作
成
す
べ
き
で

こ
の
度
の
避
難
計
画
は
、
国

が
定
め
た
基
準
に
従
っ
て
と
り

あ
え
ず
３０

ｋｍ
圏
内
の
住
民
を

４
日
間
か
け
て
避
難
さ
せ
る
と

い
う
だ
け
の
も
の
で
す
。
福
島

の
よ
う
な
事
故
が
島
根
原
発
で

起
こ
っ
た
場
合
に
、
放
射
能
が

ど
こ
ま
で
拡
散
す
る
の
か
、
各

地
点
で
の
予
測
放
射
線
量
は
ど

れ
く
ら
い
な
の
か
等
、
避
難
の

根
拠
に
な
る
デ
ー
タ
が
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

滋
賀
県
、
兵
庫
県
、
京
都
府

な
ど
は
、
福
井
県
に
あ
る
原
発

で
事
故
が
起
き
た
場
合
の
放
射

能
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

独
自
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
兵

庫
県
の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
１
０
０
ｋｍ
離
れ
た
神

戸
市
で
も
甲
状
腺
内
部
被
ば
く

が
安
定
ヨ
ウ
素
剤
服
用
基
準
を

超
え
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
環
境

総
合
研
究
所
が
行
っ
た
島
根
原

発
事
故
の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
と
、
風
向
き
に
よ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
事
故
か

ら
５
年
後
に
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
法
」
と
呼
ば
れ
る
法
律
を
定

め
、
住
民
の
被
ば
く
が
年
間
５

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
と
想

定
さ
れ
る
地
域
を
「
強
制
・
義

務
的
移
住
の
実
施
」
ゾ
ー
ン
と

し
、
年
間
１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を

超
え
る
と
想
定
さ
れ
る
地
域
を

「
希
望
移
住
の
実
施
」
ゾ
ー
ン

け
、
２
０
０
８
年
に
は
６
０
０

症
例
、
２
０
１
１
年
に
は
７
０

０
症
例
に
達
し
た
と
の
こ
と
で

す
。資

料
２
は
「
１
９
８
８
年
と

２
０
０
８
年
の
成
人
被
災
者
の

健
康
状
態
の
比
較
」
で
す
。
１

９
８
８
年
に
は
健
康
な
人
の
割

合
は
６７
・
７
％
で
し
た
が
、
２

０
０
８
年
に
は
２１
・
５
％
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
逆
に
慢
性
疾

患
を
持
つ
人
は
、
３１
・
５
％
か

ら
７８
・
５
％
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
心
臓
、
血
管
の
病
気

が
多
い
そ
う
で
す
。

資
料
３
は
「
被
曝
し
た
親
か

ら
生
ま
れ
た
世
代
の
健
康
な
子

ど
も
と
慢
性
疾
患
を
持
つ
子
ど

も
の
割
合
」
で
す
。
慢
性
疾
患

を
持
つ
子
ど
も
は
、
１
９
９
２

年
の
２１
・
１
％
か
ら
、
２
０
０

８
年
に
は
７８
・
２
％
へ
と
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

住
民
避
難
を
考
え
る
場
合
、
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年
前
の
チ
ェ
ル
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リ
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放
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被
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の
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と
、
低
線
量
被
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の
危
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を
明
ら
か
に
し
ま
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。

資
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１
は
「
甲
状
腺
が
ん
患

者
数
の
推
移
」
で
す
。
事
故
前

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
の
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口
１
２
０
０
万
人
に
対
し
て

年
間
４
～
５
例
の
発
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た
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故
の
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に
は
１９
例
、
１
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９
０
年
か
ら
大
幅
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超
え
る
と
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全
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に
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で
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住
民
避
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画
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成
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る
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に
「
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政
府
報
告

書
」
や
「
チ
ェ
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ノ
ブ
イ
リ
法
」

に
つ
い
て
検
討
し
た
の
か
質
問

し
ま
し
た
が
、
全
く
検
討
し
て

い
な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

そ
こ
で
、
低
線
量
被
ば
く
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
学
者
も
入
れ

て
、
住
民
が
納
得
で
き
る
よ
う

に
議
論
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
「
低
線
量
被
曝
の
問
題
は

大
変
重
要
な
点
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
、鳥
取
県
と
協
議
し
て
い

く
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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受
性
の
高
い
子
供
た
ち
に
と
っ

て
は
い
か
に
高
い
線
量
で
あ
る

か
が
わ
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る
」
と
し
て
ウ
ク
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イ
ナ
の
専
門
家
の
指
摘
を
参
考

に
す
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
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は
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更
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て
い
ま
せ
ん
。
住
民
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計
画
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、
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に
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と
も
住

民
の
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く
が
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間
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あ
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と
指
摘
し
ま
し
た
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国
の
技
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ル
を
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な
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。
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の
と
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ろ
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に
拡
散
予
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を
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考
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は
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と
い
う
答
弁
で
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た
。
こ
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な
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で
は
、
実
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性
の
あ
る
避
難
計
画
は
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き
ま

せ
ん
。
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れ
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だ
け
で
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稼
働
に
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っ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
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原
発
の
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全
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、
住
民
避
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画
、
安
全
協
定
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、
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済
み
核
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の
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な
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の
課

題
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決
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て
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な
い
中

で
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再
稼
働
に
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う
た
め
の

申
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は
早
計
で
あ
り
、
認
め
ら

れ
な
い
と
の
意
見
を
提
出
す
る

よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、「
県
、
境
港
市
と
連

携
し
な
が
ら
、
申
請
に
同
意
す

る
か
ど
う
か
判
断
し
た
い
」
と

答
え
、
自
分
の
考
え
を
明
ら
か

に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
米
子
市
、
境
港
市
、
鳥
取
県

は
、
１２
月
１７
日
、
申
請
に
同
意

す
る
と
の
回
答
を
中
国
電
力
に

伝
え
ま
し
た
。
中
国
電
力
は
住

民
等
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
行
わ

な
い
ま
ま
、
１２
月
２５
日
に
原
子

力
規
制
庁
に
対
し
て
島
根
原
発

２
号
機
の
新
規
制
基
準
適
合
性

審
査
を
申
請
し
ま
し
た
。
今
後

規
制
庁
が
半
年
く
ら
い
か
け
て

審
査
し
、
適
合
し
て
い
る
と
い

う
結
論
が
出
た
ら
中
国
電
力
が

再
稼
働
の
了
解
を
地
元
自
治
体

に
求
め
て
き
ま
す
。
島
根
原
発

を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今

年
が
正
念
場
で
す
。

１２
月
議
会

各
個
質
問

島
根
原
発
住
民
避
難
計
画
は

再
検
討
を
！

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
か
ら
学
ぶ
べ
き

（資料１）・「甲状腺がん患者数の推移」

（資料２）・「1988 年と 2008 年の成人被災者の健康状態の比較」

（資料３）・「被曝した親から生まれた世代の健康

な子どもと慢性疾患を持つ子どもの割合」

独
自
の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
求
め
る

島
根
原
発
２
号
機
の
新
規
制
基
準

適
合
性
審
査
申
請
に
不
同
意
を
！

中
国
電
力
は
米
子
市
議
会
で

の
説
明
で
、
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ー

に
よ
る
放
射
能
除
去
率
は
「
企
業

秘
密
を
確
認
し
た
上
で
な
い
と

出
せ
な
い
」
、
「
（
汚
染
水
対
策
に

つ
い
て
は
）
こ
れ
か
ら
地
下
水
の

調
査
を
行
い
、
今
後
、
有
効
な
方

法
を
検
討
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
「
福
島
原
発
の
事
故

原
因
が
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
な

る
対
策
を
求
め
ら
れ
た
ら
対
応

し
て
い
く
」
と
述
べ
、
事
故
原
因

が
明
ら
か
で
な
い
中
で
は
安
全

対
策
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
認

め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
避
難
計
画
は
自
治

体
が
立
て
る
も
の
で
自
分
た
ち

は
協
力
す
る
だ
け
」、「
使
用
済
み

核
燃
料
の
処
分
、
事
故
が
起
き
た

場
合
の
補
償
は
国
が
検
討
」
と

い
う
説
明
で
し
た
。
万
全
の
避

難
計
画
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う

が
再
稼
働
に
向
か
う
、
使
用
済

み
核
燃
料
の
処
分
に
も
事
故
の

補
償
に
も
責
任
を
取
ら
な
い
と

い
う
中
国
電
力
の
姿
勢
に
唖
然

と
し
ま
し
た
。

立
地
自
治
体
と
同
じ
内
容
の

安
全
協
定
へ
の
改
定
に
つ
い
て

も
、
消
極
的
な
態
度
で
し
た
。

適
合
審
査
は
不
十
分
な
規
制

基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う

か
だ
け
の
判
断
な
の
で
、
審
査

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
議
論
は
ほ

と
ん
ど
で
き
な
い
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
米
子
市
は
協
定
に
基
づ

く
事
前
同
意
の
権
限
が
な
い
の

で
、
米
子
市
の
意
見
は
参
考
に

す
。



（ホームページ）http://nakagawakensaku.sakura.ne.jp/ （メールアドレス）nakagawa@sanmedia.or.jp

安
倍
内
閣
発
足
か
ら
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。
心
配
し
た
と
お

り
、
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
集
団
的

自
衛
権
、
改
憲
、
中
国
・
韓
国

と
の
対
立
等
、
国
を
滅
ぼ
し
か

ね
な
い
危
う
い
方
向
に
突
き
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
対
す

る
国
民
の
批
判
を
押
さ
え
つ
け

る
も
の
と
し
て
、
昨
年
末
の
臨

時
国
会
で
特
定
秘
密
保
護
法
が

強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

法
律
は
一
年
以
内
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

施
行
を
許
せ
ば
、
も
の
が
言
え

な
い
暗
黒
社
会
に
な
る
危
険
性

の
強
い
法
律
で
す
。

そ
こ
で
、
議
員
発
議
で
以
下

の
意
見
書
を
可
決
し
、
安
倍
首

相
等
に
提
出
し
ま
し
た
。
１４
対

１３
で
ギ
リ
ギ
リ
の
可
決
で
し
た

が
、
米
子
市
議
会
の
良
識
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

(

各
議
員
の
賛
否
は
最
終
ペ
ー

ジ
に
掲
載)

）
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ご意見をお寄せ下さい

（連絡先）

米子市政研究会
米子市内町 53

TEL(0859)33-6475
FAX(0859)23-0268

４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
に

上
が
り
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、

公
共
施
設
の
利
用
料
、
住
民
票

交
付
手
数
料
、
上
下
水
道
な
ど

の
公
共
料
金
の
消
費
税
を
８
％

に
上
げ
る
条
例
案
が
今
議
会
に

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
下
水
道
や

水
道
な
ど
は
料
金
収
入
に
か
か

る
消
費
税
を
国
に
納
税
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
公
共
施

設
の
利
用
料
や
住
民
票
交
付
手

数
料
収
入
な
ど
は
、
国
へ
の
納

税
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
値
上
げ
に
よ
る
市
民

の
負
担
増
は
１
億
７
千
万
円
余

り
と
の
こ
と
で
す
。
上
・
下
水

道
な
ど
の
特
別
会
計
分
１
億
４

千
万
円
余
り
は
納
税
義
務
が
あ

る
の
で
値
上
げ
も
や
む
を
得
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
利
用
料
や

手
数
料
な
ど
の
一
般
会
計
分
２

６
０
５
万
円
余
り
は
国
へ
の
納

税
義
務
が
な
い
の
で
、
米
子
市

の
儲
け
得
で
す
。

自
治
体
に
よ
っ
て
は
８
％
値

上
げ
を
見
送
る
と
こ
ろ
も
あ
る

よ
う
で
す
。
一
般
会
計
の
消
費

税
値
上
げ
は
お
か
し
い
と
思
う

の
で
、
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

地
方
分
権
の
時
代
に
入
り
、

議
会
の
役
割
と
責
任
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
代

表
機
関
と
し
て
の
議
会
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
市
民
と
議
会

の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

な
ど
を
定
め
た
議
会
基
本
条

例
が
全
国
の
議
会
で
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
米
子
市
議
会
で

も
特
別
委
員
会
で
条
例
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
市

民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
行
い
、
３
月
議
会
で

制
定
す
る
予
定
で
す
。

原
案
に
は
問
題
点
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
議
会

報
告
会
や
市
民
と
の
意
見
交

換
会
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
議
会
へ
の
市
民
参
加
、

議
会
の
説
明
責
任
と
い
う
観

点
か
ら
問
題
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
陳
情
は
す
べ
て
議
案

と
し
て
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
紹
介
議
員
の
あ
る
請

願
だ
け
議
案
に
す
る
と
い
う

案
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

市
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
修
正
意
見
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。

淀
江
町
小
波
に
産
業
廃
棄
物

処
分
場
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
管
理
型
と
い
う
種
類
で
、

燃
え
殻
、
汚
泥
、
鉱
さ
い
、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
１３

種
類

の
産
業
廃
棄
物
を
４７

年
間
埋

設
す
る
施
設
で
す
。
地
元
を
中

心
に
反
対
す
る
会
が
結
成
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
１
万
１
千
名

を
超
え
る
反
対
署
名
が
県
知
事

あ
て
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
予
定
地
は
国
立
公
園
大

山
の
麓
に
あ
り
、
周
辺
に
は
「
天

の
真
名
井
」「
本
宮
の
泉
」
な
ど

の
湧
水
群
が
あ
り
ま
す
。
も
し

も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害

物
質
が
漏
れ
出
し
た
ら
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
事
業
主
体
は

民
間
企
業
と
鳥
取
県
の
外
郭
団

体
で
す
が
、
産
業
廃
棄
物
処
分

場
の
規
制
機
関
で
あ
る
鳥
取
県

が
事
業
を
推
進
す
る
立
場
な
の

で
、
厳
格
な
規
制
が
で
き
る
の

か
ど
う
か
不
安
で
す
。

産
業
分
野
に
お
い
て
も
、「
ご

み
ゼ
ロ
」
と
い
う
原
則
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
処
分
場
を
安
易

に
つ
く
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。
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特定秘密の保護に関する法律の廃止又は抜本的改正を求める意見書

先の第１８５回臨時国会において、特定秘密の保護に関する法律が可決・成立した。

同法は、特定の情報を政府が恣意的に秘密指定でき、国民には何が特定秘密なのかすら明らかにされず、

国民が必要とする情報が隠されるおそれがある。また、情報に接近しようとするさまざまな行為が処罰（最

高懲役１０年）の対象となり、未遂や共謀等も処罰する点、処罰範囲が極めて広範であることから、国政

に関する情報について国民がアクセスすることや公務員がこれを外部に発する行為を萎縮させる可能性

が大きい。そして、報道機関による取材行為を刑罰によって萎縮させ、取材の自由・報道の自由を実質的

に失わせることになり、ひいては民主主義の前提である国民の知る権利を侵害する。

さらに、秘密に対する外部チェックなどの仕組みがない。安倍首相は、秘密指定などの妥当性をチェッ

クする保全監視委員会と、秘密指定の統一基準を策定する情報保全諮問会議を法施行までに設置すると表

明したが、いずれも政府内に置かれ、監視委員会は各省庁の事務次官級で構成されるという。「第三者に

よる監視によって、特定秘密指定の適正を確保する」ものとは到底いえない。しかも、秘密の指定期間が

６０年という長期にわたることから、秘密保護法制は必要とする有識者からさえ今回の法律に異論が出て

いる。

国民の知る権利を揺るがす重要な法律を、十分な審議時間を確保することもないまま、民主主義のルー

ルを無視して成立させたことは、我が国における民主主義を踏みにじるものである。

共同通信社が１２月８、９両日に実施した全国緊急電話世論調査によると、法律に不安を感じるとの回

答が７０.８％もあり、法律への賛否では反対が６０.３％に上った。また、法律を今後どうすればよいか

については、「修正する」又は「廃止する」との回答が合わせて８２.３％に上っている。成立後もこれだ

けの国民が危惧している法律を施行すべきではない。

よって、国会、政府におかれては、国民の知る権利、表現の自由を守る立場から特定秘密の保護に関す

る法律を廃止又は抜本的に改正されるよう強く求める。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２５年１２月２４日
米 子 市 議 会

衆議院議長 伊 吹 文 明 様

参議院議長 山 崎 正 昭 様

内閣総理大臣 安 倍 晋 三 様

① 案第 116 号・消費税及び地方消費税の税率の改訂に伴う関係条例の整備に関する条例の制定（24：4で可決）

②議案第 135 号・特定秘密の保護に関する法律の廃止又は抜本的改正を求める意見書（14：13 で可決）

③陳情第 97号・小中学校へエアコン設置に関する陳情書(10：18 で不採択)

④陳情第 99号・原子炉の再稼働に反対し、原子力に頼らないエネルギー政策への転換を求める陳情書（12：16 で不採択）

⑤陳情第 101 号・議会への｢陳情｣を今までどおりの扱いを求める陳情（10：18 で不採択）

⑥陳情第 102 号・島根原発の｢新規制基準適合性審査｣申請内容に関する情報公開と市民説明会開催を求める陳情書（12：16 で不採択）

⑦陳情第 105 号・市民の同意なく淀江産業廃棄物管理型処分場建設を進めないよう決議を求める陳情書（7：21 で不採択）

主な議案･陳情に対する全議員の賛否一覧(12 月議会)

消
費
税
値
上
げ
議
案

に
反
対
し
ま
し
た

議
会
基
本
条
例
案
に

意
見
提
出
を

淀
江
産
廃
処
分
場
計

画
は
見
直
し
を

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

蒼 生会 岩崎 康朗 ○ × × × × × × 公明党 安田 篤 ○ × × × × × × 共 産党 石橋 佳枝 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃 尾沢 三夫 ○ × × × × × × よなご会議 国頭 靖 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 仁 中田 利幸 ○ ○ × × × × ×

〃 野坂 道明 ○ × × × × × × 〃 小林 重喜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 〃 三鴨 秀文 ○ 棄 × × × × ×

〃 松田 正 ○ × × × × × × 〃 矢倉 強 ○ × × × × × × 一院クラブ 遠藤 通 ○ ○ × ○ × × ×

〃 湯浅 敏雄 ○ × × × × × × 〃 伊藤ひろえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市民派 中川 健作 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃 渡辺 穣爾 ○ × × × × × × 〃 稲田 清 ○ ○ ○ ○ × ○ × 信 藤尾 信之

〃 渡辺 照夫 ○ × × × × × × 〃 西川 章三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ムスカリ 門脇 邦子 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

公明党 笠谷 悦子 ○ × × × × × × 〃 岡本 武士 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × コモンズ 杉谷第士郎 ○ × × × × × ×

〃 原 紀子 ○ × × × × × × 共 産党 岡村 英治 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 虹 山川 智帆 ○ ○ × × × ○ ×

〃 安木 達哉 ○ × × × × × × 〃 松本 松子 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新政会 松井 義夫

（※棄＝棄権）

議 長

欠 席


